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厚
生
労
働
省
は
３
年
に
１
回
、
介
護
保

険
で
の
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
事
業
所
や
施
設

に
支
払
う
報
酬
を
改
定
し
ま
す
が
、
２
０

２
４
年
４
月
の
改
定
内
容
を
発
表
。
し
か

し
、
こ
の
改
定
案
は
介
護
現
場
の
実
情
を

無
視
し
た
内
容
で
、
超
高
齢
社
会
に
対
応

で
き
な
い
愚
策
で
す
。

２
０
１
９
年
に
ヘ
ル
パ
ー
３
人
が
、
ヘ

ル
パ
ー
の
移
動
、
待
機
時
間
、
キ
ャ
ン
セ

ル
に
対
し
、
賃
金
は
支
払
わ
れ
て
い
な
い

現
状
に
対
し
、
一
人
３
０
０
万
円
の
国
家

賠
償
を
求
め
て
東
京
地
裁
に
裁
判
を
起
こ

し
ま
し
た
が
敗
訴
。
そ
の
後
、
東
京
高
裁

に
控
訴
し
、
判
決
が
今
年
２
月
２
日
に
出

さ
れ
ま
し
た
が
、
「
違
法
と
は
い
え
な
い
」

と
却
下
さ
れ
ま
し
た
。
。

３
人
の
ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
国
賠
訴
訟
原

告
団
は
全
産
業
平
均
と
介
護
職
員
と
の
年

収
格
差
は
1
０
０
万
円
以
上
と
指
摘
し
、

「
今
で
さ
え
、
訪
問
介
護
を
受
け
た
く
と

も
人
手
不
足
で
契
約
で
き
な
い
高
齢
者
は

多
く
、
介
護
難
民
、
介
護
離
職
、
介
護
虐

待
が
増
え
続
け
て
い
ま
す
。
高
齢
者
の
尊

厳
、
介
護
家
族
、
介
護
職
の
生
存
権
な
ど
、

基
本
的
人
権
保
障
を
根
底
か
ら
壊
す
介
護

報
酬
改
定
に
強
く
抗
議
し
、
撤
回
を
求
め

ま
す
」
と
声
明
を
出
し
て
い
ま
す
。
ま
さ

し
く
、
今
回
の
介
護
報
酬
の
引
き
下
げ
は

ヘ
ル
パ
ー
、
要
介
護
者
に
は
「
泣
き
面
に

蜂
」
で
す
。

ヘ
ル
パ
ー
有
効
求
人
倍
率
は
15

倍
で
す

が
、
劣
悪
な
労
働
条
件
に
よ
り
、
介
護
の

担
い
手
は
決
定
的
に
不
足
し
て
い
ま
す
。

内
閣
府
の
２
０
２
１
年
の
統
計
に
よ
る
と

「
２
０
２
１
年
度
の
要
介
護
（
要
支
援
）

認
定
者
数
は
約
６
９
０
万
人
と
な
り
、
前

年
度
に
比
べ
約
１
・
１
％
増
加
し
て
い
ま

す
。
公
的
介
護
保
険
制
度
が
ス
タ
ー
ト
し

た
２
０
０
０
年
度
の
認
定
者
数
約
２
５
６

万
人
と
比
べ
る
と
約
２
・
69

倍
増
加
」
と

指
摘
し
て
い
ま
す
。

自
民
党
・
岸
田
内
閣
の
「
裏
金
事
件
」

で
は
税
逃
れ
、
軍
事
費
倍
増
、
武
器
輸
出

の
陰
で
「
棄
民
政
策
」
を
進
め
る
政
権
は

早
急
に
終
わ
り
に
し
ま
し
ょ
う
。

厚
生
労
働
省
は
４
月
１
日
よ
り
、
訪
問
介
護
の
基
本
報
酬
を
２
％
強
引
き
下
げ

ま
す
。
身
体
介
護
、
生
活
援
助
、
通
院
等
乗
降
介
助
を
対
象
と
し
ま
す
。
こ
れ
に
対

し
訪
問
介
護
の
関
係
団
体
や
ヘ
ル
パ
ー
団
体
な
ど
が
抗
議
。
２
月
１
日
に
は
３
６
０

団
体
、
２
５
０
０
人
が
賛
同
し
た
抗
議
、
撤
回
を
求
め
る
「
緊
急
声
明
」
を
出
し
、

「
在
宅
介
護
の
終
わ
り
の
始
ま
り
」
と
糾
弾
し
て
い
ま
す
。

訪
問
介
護
の
基
本
報
酬
を
２
％
強
引
き
下
げ

在宅介護の「終わりの始まり」

移
動
、
待
機
時
間

キ
ャ
ン
セ
ル
は
賃
金
な
し

ヘ
ル
パ
ー
・
要
介
護
者

受
難
の
時
代
へ

超
高
齢
社
会要

介
護
者
急
増
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武
器
輸
出
を
巡
っ
て
は
、
１
９
６
７
年

に
佐
藤
内
閣
に
よ
る
武
器
及
び
軍
事
技
術

の
輸
出
、
「
武
器
輸
出
三
原
則
」
及
び

「
政
府
統
一
見
解
」
に
よ
り
厳
格
に
堅
持

さ
れ
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
第
二
次
安
倍
内
閣
は
２
０
１
４

年
４
月
、
武
器
輸
出
三
原
則
を
「
防
衛
装

備
移
転
三
原
則
」
と
呼
称
を
変
え
、
武
器

輸
出
を
「
救
難
、
輸
送
、
警
戒
、
監
視
、

掃
海
」
の
５
類
型
と
し
、
武
器
輸
出
の
門

戸
を
徐
々
に
こ
じ
開
け
て
き
ま
し
た
。

今
回
の
防
衛
装
備
移
転
三
原
則
と
運
用

指
針
改
定
の
柱
は
５
点
で
す
が
、
大
き
な

柱
と
し
て
、
日
本
が
こ
れ
ま
で
他
国
の
兵

器
を
ラ
イ
セ
ン
ス
生
産
し
た
も
の
で
も
、

米
国
の
み
輸
出
が
認
め
ら
れ
て
き
ま
し
た

が
、
今
後
は
完
成
し
た
兵
器
を
米
国
以
外

の
ラ
イ
セ
ン
ス
国
８
カ
国
の
求
め
に
応
じ

て
輸
出
が
で
き
よ
う
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、

ラ
イ
セ
ン
ス
元
の
国
の
同
意
が
あ
れ
ば
第

三
国
へ
の
直
接
輸
出
も
認
め
ま
す
。
し
か

し
、
ラ
イ
セ
ン
ス
国
か
ら
紛
争
地
域
当
事

国
へ
武
器
や
弾
薬
を
禁
止
す
る
規
制
は
あ

り
ま
せ
ん
。

ち
な
み
に
米
国
を
含
む
ラ
イ
セ
ン
ス
兵

器
は
多
岐
に
わ
た
り
ま
す
。
政
府
は
す
で

に
ラ
イ
セ
ン
ス
生
産
し
て
き
た
「
Ｆ
15
戦
闘

機
」
（
三
菱
重
工
）
、
「
Ｃ
Ｈ
47
輸
送
ヘ
リ

コ
プ
タ
ー
」
（
川
崎
重
工
）
、
地
上
配
備

型
の
迎
撃
ミ
サ
イ
ル
「
Ｐ
Ａ
Ｃ
３
」
（
三

菱
重
工
）
を
米
国
に
輸
出
し
ま
す
。
そ
の

結
果
、
米
国
の
紛
争
当
事
国
（
特
に
ウ
ク

ラ
イ
ナ
）
へ
の
軍
事
支
援
を
支
え
る
も
の

と
な
り
ま
す
。
も
う
一
つ
の
大
き
な
改
定

は
「
救
難
、
輸
送
、
警
戒
、
監
視
、
掃
海
」

の
５
類
型
に
条
件
付
き
で
殺
傷
能
力
を
保

有
す
る
武
器
を
搭
載
し
輸
出
可
能
と
し
た

こ
と
で
す
。

今
回
注

目
さ
れ
て

い
た
英
国

と
イ
タ
リ

ア
、
日
本

と
の
共
同

開
発
の
次

期
戦
闘
機

は
２
０
３

５
年
の
配

備
を
予
定
し
、
12
月
に
は
３
カ
国
間
で
次
期

戦
闘
機
を
開
発
す
る
国
際
条
約
を
結
び
、

国
会
で
批
准
後
、
２
０
２
５
年
か
ら
開
発

に
着
手
し
ま
す
。
防
衛
省
は
「
日
英
伊
３

カ
国
が
優
れ
た
技
術
を
持
ち
寄
る
歴
史
的

プ
ロ
グ
ラ
ム
」
と
宣
言
。
ま
た
、
次
期
戦

闘
機
は
新
た
な
戦
い
方
、
改
修
可
能
で
高

い
即
応
性
と
し
、
日
本
主
導
で
開
発
」
す

る
と
し
、
こ
の
戦
闘
機
が
日
本
が
第
三
国

に
輸
出
で
き
る
よ
う
に
自
民
党
は
公
明
党

に
対
し
迫
っ
て
い
ま
す
。

日
本
は
Ｆ
２
戦
闘
機
、
イ
タ
リ
ア
、
イ

ギ
リ
ス
は
ユ
ー
ロ
フ
ァ
イ
タ
ー
の
後
継
機

と
し
、
米
軍
や
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
が
採
用
す
る
こ

と
も
見
越
し
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
動
き

は
日
本
が
全
面
的
武
器
輸
出
解
禁
と
と
も

に
、
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
と
の
軍
事
同
盟
を
進
め
る

大
き
な
要
因
と
な
り
ま
す
。
「
政
治
と
カ

ネ
」
の
陰
で
日
本
の
軍
事
大
国
化
が
進
ん

で
い
ま
す
。
こ
の
「
戦
争
国
家
」
の
歩
み

を
止
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

岸
田
内
閣
は
12
月
22
日
、
殺
傷
兵
器
の
輸
出
を
解
禁
す
る
こ
と
を
閣
議
決
定
し
ま
し

た
。
こ
れ
は
自
公
両
党
の
「
実
務
者
協
議
」
の
提
言
を
受
け
た
も
の
で
す
が
、
日
本
は

殺
傷
兵
器
を
輸
出
可
能
と
す
る
「
戦
争
で
き
る
国
」
へ
変
身
し
つ
つ
あ
り
ま
す
。

ラ
イ
セ
ン
ス
生
産
兵
器
輸
出

紛
争
国
に
転
用
可
能

３
カ
国
共
同
開
発
機

日
本
の
輸
出
解
禁
を
狙
う

殺傷兵器を自由に輸出 日本は戦争を煽るのか

（東京新聞２０２３年11月16日HPより）


